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質問 

現在、管理組合と管理委託契約の更新について協議しているが合意に至っていない。理

事会の席上、理事長から、当管理組合は標準管理委託契約書に準拠して第２３条（契約

の更新等）第２項において「暫定契約を締結することができる」としているので、総会

決議は経ず、そのまま暫定契約を締結すると言われたが良いか。 

 

  回答 

 

標準管理委託契約書に準拠している場合は、「暫定契約を締結することができる」と 

あるが、何ら承認を経ることなく、暫定契約を締結することはできず、標準管理規約 

第４８条（議決事項）第十六号「組合管理部分に関する管理委託契約の締結」の規定 

に基づき、総会決議が必要である。 

また、暫定契約を締結する場合においても、契約締結行為にあたるため、適正化法第 

７２条（重要事項の説明等）が適用され、従前と「同一の条件」として、同条第３項 

に規定する管理者等に対する重要事項説明が必要である。 

 

■標準管理委託契約書第２３条（契約の更新等）【抜粋】 

甲又は乙は、本契約を更新しようとする場合、本契約の有効期間が満了する日の 

三月前までに、その相手方に対し、書面をもって、その旨を申し出るものとする。 

２ 本契約の更新について申出があった場合において、その有効期間が満了する日ま 

 でに更新に関する協議が調う見込みがないときは、甲及び乙は、本契約と同一の条 

 件で、期間を定めて暫定契約を締結することができる。 

 

＜ご利用上の注意＞ 

○本相談事例は、会員が予め同意したｼｽﾃﾑ利用規約に基づき、会員専用ｺﾝﾃﾝﾂとして提供するものです。 

○本相談事例は、会員の業務の参考に資するため、一般的事例に対する一定の見解を述べたもので、個別事例

に直接対応するものではありません。 

個別事例に対処する場合は、別途、弁護士等専門家の見解を得ることを推奨します。 

○本相談事例は会員の内部使用に供するものであり、内容の改ざん、第三者への提供を目的とした無断複製、

無断転載、または出版、頒布等、内部使用目的の範囲を越えた利用を禁じます。 
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